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ウォークラリーでふるさとの歴史と文化を再発見
【表紙】上早川一区～五区・こうさんもん元気活動
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　平成27年度から町では、地域コミュニ
ティの活性化や地域力向上を目的に、地
域が元気になる活動を町職員（「元気活
動サポーター」）が支援しながら実施す

る「こうさんもん元気活動」推進事業を
実施しています。今年度は、町の審査会
で採択された12行政区８事業がさまざま
に工夫した元気活動に取り組んでいます。

地域全体の活動で元気をつくり出そう

「こうさんもん元気活動」レポート上早川一区

　　　～五区

ふるさと愛を育む

名所・旧跡巡り

中横田区

伝 承 遊 び で

つなぐ地域の輪

下横田区

地域で取り組む

防災力の向上

　

上
早
川
一
区
～
五
区
（
２
３
２
世
帯
）
で
は
、

区
民
の
体
力
向
上
と
区
民
の
交
流
に
よ
る
助
け

合
い
意
識
・
郷
土
愛
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら
共
同
で
元
気
活
動
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
区
民
が

積
極
的
に
屋
外
に
出
て
集
落
巡
り
や
名
所
旧
跡

周
り
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
昨
年
度

23
個
所
に
設
置
し
た
案
内
板
や
ウ
ォ
ー
ク
表
な

ど
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
。
竜

野
体
育
協
会
と
共
催
し
て
企
画
し
、
龍
野
小
学

校
や
老
人
会
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
体
力
な
ど
を
考
慮
し
て
、
複
数
の

コ
ー
ス
を
設
定
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

参
加
し
、
体
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
郷
土
の

歴
史
を
学
び
、
区
民
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　下横田区（池田健吾区長210世帯）では、

下横田自主防災会により構成される地域住民

の自主性と相互信頼、共助の精神により地域

の方が安心して暮らせる地域づくりを図るた

め、区・自主防災会・消防団が連携し、防災

訓練を行いました。

　訓練では、防災に関する勉強会や消防団に

よる災害時の活動の様子や住民との関わりに

ついての発表を実施。また、消防署による心

肺蘇生法やＡＥＤの使い方の訓練、炊き出し

訓練、消火訓練などにも取り組みました。非

常時の炊き出しの手順などを確認・共有する

とともに、コミュニティの強化を図りました。

　中横田区（松永博文区長98世帯）は、地域

の世代間交流を図ることを目的として、区全

体の交流の場として開催している球技大会を

拡充し、子どもから大人まで参加できる伝承

遊びのインテン大会を開催しました。

　大会当日は、竜野地区を中心に伝わる遊び

「インテン」を知る団塊の世代以上の高齢者

が製作と競技を指導。子どもたちが保護者と

ともに協力して大会に使用するインテンを製

作し、競技を楽しみました。子どもから高齢

者まで多くの区民が参加し、地域間および世

代間の交流ができ、地域の団結力が高まりま

した。また、世代間交流を図るためにもちつ

きも実施しました。

安心して暮らせるための防災訓練

子どもから大人まで参加できる伝承遊び

地
域
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

団
子
作
り
を
通
し
て
図
る

世
代
間
・
世
帯
間
の
交
流

　

北
原
区
（
永
山
恵
三
区
長
49
世

帯
）
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

お
花
見
会
を
発
展
さ
せ
、「
お
団

子
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
齢
者
や
小
学
生
な
ど
の
参
加
を

促
し
、
気
軽
に
声
を
掛
け
合
え
る

新
た
な
交
流
の
場
を
設
け
て
、
継

続
実
施
す
る
こ
と
の
で
き
る
新
た

な
ま
つ
り
へ
と
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
は
、
会
場
設
営
後
に

料
理
研
究
家
の
沼
田
峰
子
さ
ん

（
北
原
区
）
ら
の
指
導
の
下
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に

い
き
な
り
団
子
や
団
子
汁
の
作
り

方
を
学
び
、
協
力
し
て
調
理
。
出

来
た
て
の
団
子
を
会
食
し
、
世
帯

ご
と
の
自
己
紹
介
を
し
て
交
流
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
に
は
、
レ
シ
ピ
と
と

も
に
団
子
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

永
山
区
長
は
、「
今
後
は
、
さ

ら
に
活
動
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と

も
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。 北原区

区民が集える

まつりづくり

上：団子を調理する参加した北

　　原区の区民の皆さん

右：朝早くからテントや机、椅

　　子などを準備し会場を設営

中：会場で交流を広げるために

　　世帯ごとに行われた自己紹介

下：交流して作ったお団子と団

　　子汁に舌鼓を打つ参加者



Ａ区
新規拡充

Ｂ区
大きく活動

Ｃ区
補助金なし

Ｄ区
活動できない

元気活動の主なテーマ

祭り、イベント、
文化、自主防災
など

交流促進
特産品、地産地
消、伝統芸能な
ど

子 育 て
子育て支援、世代
間交流、見守り、
遊び、健康など

移住・定住、地
域めぐり、交流
会など

行政の支援内容

元気活動補助金
元 気 活 動
サポーター

●１行政区に

　２人程度配置

　（町職員）

●区で取り組む

　元気活動事業

　へのアドバイ

　スや支援

●地域が元気になる活動を一緒に考える

●事業の内容を教えてほしい

●元気活動に関して、アドバイスにのって

　ほしい

●他の地域の活動について、教えてほしい

●元気活動以外のことを手伝ってほしい

●仕事中に手伝いに来てほしい

●区の仕事を手伝ってほしい

●元気活動でどんなことをするのか、決め

　てほしい

元気活動サポーターのできること・できないこと

できる できない

地域コミュニティの活性化や地域力の向上、職員の資質向上のため各行政

区ごとに元気活動サポーターを配置。地域の話し合いに參加したり、活動

に向けた助言などを行います。

元気活動サポーターの役割

地域活性

地域間交流
●１行政区当たり

　上限額10万円

甲佐町を元気に！地域の力を高めよう！

●平成29年度「こうさんもん元気活動事業」での取り組みに関する区での企画内容
行政区名 目的・活動概要

中横田区

地域コミュニティ活性化および地域力向上を図り、地域が元気になるため、世代間交流活動を行う。
中横田区は南北に長く、南部３集落、北部３集落が独立したコミュニティを形成しており、区全
体の交流の場が非常に少ない。区全体の交流の場として球技大会を行っていたが、年々参加者が
少なくなってきているため、参加人数を増やし、区全体の交流、世代間交流を図るため、これま
で行っていたミニバレー、グラウンドゴルフに加え、インテン大会を実施する。インテンの製作
は、地区の子どもに作り方を伝承しながら、世代間交流を図る。

下横田区
防災力の向上を図り、地域の安心・安全を拡大させ、地域のコミュニティの強化を図る。
自主防災会を中心に実施してきた内容について、参加者を増やすため、周知方法を工夫し、防災
に関する勉強会を実施後、災害の避難経路・避難場所の確認、避難誘導・炊き出し訓練を行う。

浅井区

子供から高齢者まで参加を呼び掛け、防災マップの作成、健康促進活動などを支援することによ
り、世代間交流、地域の活性化を図る。
・地区を巡回し、危険個所を確認、点検を行う。その後、防災マップを作成し、公民館への掲示
　および全家庭への配布を行う。
・これまで植樹してきた花の手入れに加え、児童の卒業記念植樹を実施する。

上早川一区
～五区

区民の体力向上と交流による助け合い意識・郷土愛意識の醸成を図る。
昨年度までの事業で設置した案内板、パンフレットおよびウォーク表を活用し、３回のウォーク
ラリーを実施する。コースは、参加者が体力などに合わせて選べるよう２～３コースを設定予定。
また、案内板設置個所に、休憩用の長椅子も２年間の計画で整備（今年度は10カ所の予定）。

和田内区

区の共有地を区民の手で公園化し、区民の交流の場として活用するため、区の憩いの場を創出する。
区民全戸に参加を呼び掛け、共有地に、区の交流活動の一環として、植樹、自分たちで製作を
行った椅子を設置し、交流の場を創設する。来年度以降は、花祭りや公園の維持管理を通じ、地
域住民の交流を図る。

北原区

新たに秋に「お団子祭り」を開催し、世代間交流の場を創出し、地域住民同士の交流をはかる。
新興住宅地で、住民同士の交流が希薄な状況。春には花見を開催しているが、参加者が少ない。
秋に「お団子祭り」を開催し、子どもから高齢者まで参加し、いきなり団子などお団子の作り方
を伝承するため、一緒に作り、作ったお団子を皆で食べる。欠席者にはレシピおよびお団子を配
布する。

北早川区

区民の防災意識の向上および新たな区民となった子どもやその保護者に地域のことを知ってもら
うとともに、地域内の交流を図る。
地域をよく知る高齢者と共に、子どもやその保護者が地域巡りを行いながら、地名や危険個所を
明記した防災マップを作成する。また、元気に地域巡りを行うため、高齢者でも参加しやすい元
気体操教室を月１回程度行う。

芝原区

若者の情報交換の場として村祭りを活用してもらい、若い世代の移住・定住を図る。また、掲示
板を１カ所増設し、地区活動、防災マップとして活用。
平成27年度から実施している村祭りの企画に加え、婚活支援活動「まつり de デート」を実施。ま
た、芝原団地の公園に新たに掲示板を作成し、地域内交流に活用していく。

●
平
成
29
年
度
は
12
行
政

　
区
８
事
業
が
採
択

　

「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
」

推
進
事
業
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
や
地
域
力
向
上
を

目
的
に
、
地
域
住
民
の
知
恵
や
工

夫
を
活
か
し
た
地
域
が
元
気
に
な

る
活
動
を
町
職
員
で
あ
る
「
元
気

活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
支
援
し
な

が
ら
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま

で
多
く
の
人
が
地
域
活
動
に
気
軽

に
参
加
出
来
る
機
会
を
増
や
し
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
本
格
始
動
し

た
同
事
業
で
は
、
申
請
希
望
す
る

行
政
区
か
ら
の
申
請
内
容
が
審
査

会
に
か
け
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、

12
行
政
区
８
事
業
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
行
政
区
の
特
色
を
生
か
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
元
気
活
動
に
取
り

組
み
、
元
気
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
活
動
実
施
地
区
に
は

　
活
動
の
補
助
を
し
ま
す

　

活
動
を
行
う
上
で
は
、
各
地
区

ご
と
に
元
気
活
動
補
助
金
（
上
限

10
万
円
）
と
元
気
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
２
人
程
度
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の
２
つ
を
活
用
し
て
地
域
の
元

気
づ
く
り
の
活
動
を
地
域
住
民
の

力
で
作
り
出
す
こ
と
が
こ
の
事
業

の
１
番
基
本
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

元
気
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

各
行
政
区
が
抱
え
る
現
状
や
課
題
、

将
来
の
姿
を
話
し
合
い
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な
元
気
活

動
が
で
き
る
か
を
、
地
域
住
民
と

一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
活
動
に

向
け
た
助
言
な
ど
を
行
っ
た
り
し

ま
す
。
活
動
内
容
が
決
ま
っ
た
と

こ
ろ
に
は
、
活
動
内
容
の
活
動
決

定
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
元
気
活
動
で
地
域
の
力

　
次
代
へ
受
け
継
ぐ

　

元
気
活
動
事
業
に
よ
っ
て
、
地

域
間
交
流
の
活
性
化
を
図
り
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に

な
っ
て
地
域
に
残
る
宝
を
守
る
た

め
に
考
え
る
事
が
大
切
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
機
会
を
増
や
し
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
ぐ
く
み
、
地
域

の
力
で
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
継

続
す
る
こ
と
が
明
る
い
未
来
を
作

り
ま
す
。

　
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

（
内
線
２
３
１
）

地
域
み
ん
な
で
取
り
組
む

元
気
の
き
っ
か
け
づ
く
り



❖
新
し
い
被
保
険
者
証
に

　
必
ず
交
換
し
て
く
だ
さ
い

　

現
在
お
持
ち
の
平
成
29
年
度
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

３
月
31
日
（
土
）
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
被
保
険
者
証
に
更
新

す
る
た
め
、
下
記
の
日
程
で
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す
。
国
保
加
入
世
帯
の

世
帯
主
の
人
は
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・

会
場
に
、
現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証

を
必
ず
お
持
ち
に
な
り
、
被
保
険
者
証

を
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
会
場
が
変
更
と
な
っ
た
地
区

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
入

居
者
は
、
住
民
票
の
あ
る
行
政
区
お
よ

び
仮
設
住
宅
の
ど
ち
ら
で
も
更
新
が
で

き
ま
す
。

※
世
帯
に
国
保
加
入
者
が
複
数
人
い
る

場
合
は
、
全
員
の
被
保
険
者
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
別
世

帯
の
代
理
人
に
被
保
険
者
証
の
受
け

取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
指
定
さ
れ
た
日
程
で
更
新
が
で
き
な

い
場
合
は
、
後
日
、
町
住
民
生
活
課

窓
口
で
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

３月19日（月）

午前９時30分～午前９時50分 辺場区 辺場公民館

午前10時　　～午前10時20分 糸田区 糸田公民館

午前10時30分～午前10時50分 早川区 早川公民館

午前11時　　～午前11時15分 白旗第３仮設団地 白旗第３駐車場

午前11時25分～午前11時45分 中早川区 中早川公民館

午後１時30分～午後１時50分 吉田区 吉田公民館

午後２時　　～午後２時20分 芝原区 芝原神社

午後２時30分～午後２時50分 古閑区・八丁区・山出区 山出公民館

午後３時　　～午後３時20分 北早川区 北早川公民館

午後３時30分～午後３時50分 白旗第１・２仮設団地 白旗第１・みんなの家

３月22日（木）

午前９時　　～午前９時20分 中横田区（内田・庄分・立神） 町トレーニングセンター

午前９時30分～午前９時50分 下横田区 下横田公民館

午前10時　　～午前10時20分 浅井区 浅井公民館

午前10時30分～午前10時50分 中横田区（目野・宮ノ尾・中尾） 中尾公民館

午前11時　　～午前11時20分 有安区 有安公民館

午前11時30分～午前11時50分 横田区 横田公民館

午後１時30分～午後１時50分 上早川一区・二区 龍野福祉ふれあいセンター

午後２時　　～午後２時20分 上早川三区・四区 龍野福祉ふれあいセンター

午後２時30分～午後２時50分 大町区 大町公民館

３月20日（火）

午前９時　　～午前９時20分 船津区 船津公民館

午前９時30分～午前９時50分 麻生原区 麻生原キンモクセイ接待所

午前10時　　～午前10時20分 世持区 世持公民館

午前10時30分～午前10時50分 南三箇区 南三箇公民館

午前11時　　～午前11時20分 中山区 中山公民館

午前11時30分～午前11時50分 津志田区 津志田公民館

午後１時30分～午後１時50分 乙女第１・２仮設団地 乙女第１・みんなの家

午後２時　　～午後２時20分 上田口区 上田口公民館

午後２時30分～午後２時50分 下田口区 下田口公民館

午後３時　　～午後３時20分 田原区・乙女第３仮設団地 乙女第３・みんなの家

午後３時30分～午後３時50分 府領区・北原区 府領公民館

午後４時　　～午後４時20分 和田内区 和田内公民館

■平成30年度国民健康保険被保険者証の交付日程

国民健康保険被保険者証交付は３月19日（月）から

３月23日（金）

午前９時　　～午前９時15分 上早川五区 六谷公民館

午前９時25分～午前９時40分 本坂谷区 本坂谷公民館

午前９時50分～午前10時５分 谷内区・堂ノ原区 谷内公民館

午前10時15分～午前10時30分 広瀬区 広瀬公民館

午前10時40分～午前10時55分 西原区・井戸江区（柳瀬） 西原公民館

午前11時５分～午前11時20分 小鹿区 小鹿公民館

午前11時30分～午前11時50分 上揚区・安平区・井戸江区 宮内集会所

午後１時30分～午後１時50分 東寒野区 東寒野公民館

午後２時　　～午後２時20分 西寒野区 西寒野公民館

午後２時30分～午後３時　　 上豊内区・下豊内区 町総合保健福祉センター

午後３時　　～午後３時30分 仁田子区・緑町区 町総合保健福祉センター

午後３時30分～午後４時　　 岩下一区・二区 町総合保健福祉センター



　

昨
年
10
月
、
食
品
衛
生
事
業
功
労

者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、

岡
部
啓
太
郎
さ
ん
（
岩
下
一
区
）
が

食
品
衛
生
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
、

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
食
品
衛
生
の
普
及
向
上
、

食
品
衛
生
行
政
に
対
す
る
協
力
お
よ

び
業
界
の
指
導
育
成
な
ど
に
特
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
を
、
厚
生
労

働
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
全
国
か
ら
２
０
７
人
が
受
賞
。

　

岡
部
さ
ん
は
、
豆
腐
製
造
・
販
売

業
を
営
み
な
が
ら
、
上
益
城
食
品
衛

生
協
会
の
指
導
員
、
副
会
長
、
甲
佐

支
会
長
な
ど
を
歴
任
。
食
品
衛
生
の

普
及
啓
発
お
よ
び
自
主
管
理
体
制
の

確
立
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

２月23日（金）町議会議場で、平成29年度子

ども議会が開催されました。

　中学生に議会体験を通して本町の課題につ

いて考える機会を持ってもらうことを目的に、

町が実施。甲佐中学校（井上幸三校長228

人）の生徒14人が参加しました。

　生徒の中から議長に選出された大島和奏さ

ん（２年・和田内区）が前半、小栁花凜さん

（１年・横田区）が後半の議事を進行。子ど

もの視点で考える町の課題や将来像について

の意見や提案などが町執行部に出されました。

　白旗小学校（岩下勇治校長101人）では、災害

復興プロジェクトの一環として、熊本地震の被災

者を励まし元気になってもらうことを目的に、白

旗仮設団地でさまざまな活動に取り組んでいます。

　昨年12月20日（水）には、５・６年生から入居

者へ花の苗と米が贈呈されました。児童たちが種

から育てた花苗を、プランターに植えて贈りまし

た。また、ＪＡ上益城（梶原哲組合長）などの協

力の下、児童たちが仮設住宅の入居者とともに収

穫した米を、１戸ずつ訪問し手渡しました。

　１月23日（火）には、５年生によるもちつきが

行われました。甲佐ライオンズクラブ（米村千晶

会長）とＪＡ上益城の協力の下、入居者なども参

加して実施。児童らが交替できねを振り、入居者

を激励しました。

　もちつきに参加した入居者は「元気がもらえ、

気持ちが若くなります。何度も白旗仮設団地に来

てもらって、感謝しています」と話しました。

　つきあがったもちは、参加者でおいしくいただ

くとともに、入居者に配られました。

厚生労働大臣表彰を受賞
食品衛生指導員・岡部啓太郎さん（岩下一区）

中学生視点でまちづくり
２月23日（金）子ども議会を開催

▲一般質問で町執行部に質問をする甲佐中生徒

▼

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
岡
部
さ
ん

　２月３日（土）豊内の甲佐ショッピングセ

ンターサ・エ・ラで、県立松橋西支援学校

（小野龍也校長147人）の生徒による作業製品

の販売会が開催されました。

　生徒たちが作業学習で作った製品を販売し、

接客や地域住民と交流することを目的に、同

校上益城分教室（県立甲佐高校内）が主催。

高等部の生徒や教職員が小銭入れなどの革製

品、はがきや封筒などの紙すき製品、野菜や

花苗などを販売しました。販売会に訪れた人

は、「丁寧に作られていますね」と話しました。

作業製品の販売会を開催
松橋西支援学校上益城分教室

▲多くの花苗などが並んだ作業製品の販売会

仮設団地でもちつき交流　
白旗小の熊本地震災害復興プロジェクト

▲12月20日（水）白旗仮設団地で、白旗小児童と団地入居者、甲佐町ラ
イオンズクラブ、JA 上益城などが参加し行われたもちつきでの交流

　

２
月
10
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、「
甲
佐
町
と
も
に
つ
く

る
認
知
症
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
認
知
症
や
認
知
症

カ
フ
ェ
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、「
と
も
に
つ
く
る
甲
佐

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
連
絡
会
」（
堀
小

百
合
代
表
）
が
主
催
、
町
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
共
催
。
認
知
症
介
護
研

究
・
研
修
仙
台
セ
ン
タ
ー
の
矢
吹
知

之
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
約
１
１
０

人
が
認
知
症
と
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

矢
吹
さ
ん
は
、「
認
知
症
カ
フ
ェ

は
介
護
者
な
ど
の
す
べ
て
の
方
が
当

事
者
で
あ
り
、
支
援
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
す
場
で
す
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

認知症にやさしい町づくり
認知症と認知症カフェに関する研修会

▼

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
研
修
会

秋田から復興応援メッセージ
乙女小に寄せ書きなどを贈呈

▼寄せ書きなどを届けた日隈募さん（右から２番目）と日隈俊郎さん（右）

　

２
月
21
日
（
水
）
乙
女
小
学
校

で
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
児
童

た
ち
を
元
気
づ
け
る
た
め
、
秋
田

県
の
有
志
の
方
々
か
ら
寄
せ
書
き

や
手
作
り
の
し
お
り
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
小
を
訪
問
し
た
日
隈
募
さ
ん

（
下
豊
内
区
）
と
日
隈
俊
郎
さ
ん

（
船
津
区
）
が
代
表
と
し
て
、
児

童
に
手
渡
し
ま
し
た
。
同
品
は
、

募
さ
ん
の
ご
家
族
で
秋
田
県
在
住

の
山
崎
将
さ
ん
の
同
小
へ
の
支
援

活
動
に
共
感
し
た
秋
田
県
の
民
間

団
体
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
。

　

秋
田
県
で
民
間
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

団
体
で
活
躍
す
る
山
崎
さ
ん
は
、

昨
年
、
同
小
に
秋
田
杉
製
の
本
立

て
キ
ッ
ト
を
寄
贈
。

こ
の
ほ
か
、
同
小
に

は
こ
れ
ま
で
に
も
山

崎
さ
ん
と
親
交
の
あ

る
方
々
か
ら
、
復
興

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
が

贈
ら
れ
て
お
り
、
児

童
か
ら
は
お
礼
の
手

紙
を
送
る
な
ど
、
支

援
を
通
し
て
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

山
崎
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
本
立
て

キ
ッ
ト
は
、
６
年
生

が
卒
業
記
念
と
し
て
、

製
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。



　

１
月
11
日
（
木
）
県
庁
で
、
県
農

林
水
産
業
功
労
者
の
知
事
表
彰
が
行

わ
れ
、
清
住
曻
さ
ん
（
吉
田
区
）
が

農
業
部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
本
県
の
農
林
水
産
業
の

振
興
の
た
め
に
献
身
的
な
活
動
を
続

け
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
19
個
人
・
１
団
体
が
受
賞
。

　

清
住
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
花
中

心
の
農
業
に
就
農
。
日
本
花
き
生
産

協
会
の
鉢
物
副
部
会
長
や
糸
田
堰

（
ぜ
き
）
土
地
改
良
区
の
理
事
な
ど

を
務
め
、
水
路
の
改
修
な
ど
農
業
基

盤
の
整
備
を
実
施
。
地
元
農
家
の
負

担
軽
減
・
営
農
改
善
、
後
進
の
指
導

に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
、
同
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　昨年10月17日（火）御船警察署で、平成29年度

九州防犯協会連絡協議会表彰が行われ、境国嗣さ

ん（広瀬区）が防犯功労者表彰を、龍野地区社会

福祉協議会龍野地区防犯パトロール隊（北川國昭

隊長）が防犯功労団体表彰を受賞しました。

　同表彰は、防犯活動に功労のあった個人および

団体を、九州防犯協会連絡協議会と九州管区警察

局が表彰するもの。

　境さんは、昭和55年から御船警察署の少年補導

員として長きにわたり精力的に活動。学校などと

連携した街頭補導活動や犯罪抑止活動など地域に

密着した地域安全活動を積極的に推進し、その功

績が高く評価され、受賞となりました。

　また龍野地区防犯パトロール隊（愛称「ドラ・

パト隊」）は、平成20年に同社会福祉協議会が地

区の住民に呼び掛けて結成。児童の登下校時にお

ける立番や声掛けや高齢者宅の巡回訪問など、地

域に密着した活動を積極的に展開し、地域の安

全・安心、少年の非行防止に貢献。模範となるそ

の積極的活動が高く評価され、受賞となりました。

県農林水産業功労者表彰 
清住曻さん（吉田区）が受賞

▼

県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
清
住
さ
ん

　２月３日（土）竜野地区で、「子ども自然

体験塾・えっさほいさ甲佐」が行われました。

　この体験塾は、県の中山間地域サポート推

進事業（農と福祉の連携推進事業）の支援を

受け、地域の高齢者との触れ合いや農業体験、

自然観察会を通してふるさとの自然を大切に

する心を育てるため、小・中学生を対象に㈲

せせらぎ（髙橋恵子代表）が実施。子どもや

高齢者など約20人が参加し、シイタケを栽培

している木村明雄さん（上早川四区）宅で、

シイタケのコマ打ちを体験しました。

シイタケのコマ打ち体験
竜野地区で子ども自然体験塾を開催

▲シイタケのコマ打ちなどで自然を体験する子どもたち

九州防犯協会連絡協議会表彰
境国嗣さん（広瀬区）、龍野ドラ・パト隊

▲表彰された龍野地区社会福祉協議会龍野地区防犯パトロール隊長の北
川國昭さん（中央左）と境国嗣さん（中央右）

　

３
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

大
阪
府
で
行
わ
れ
る
第
29
回
全
国
家

庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会

に
、
県
代
表
と
し
て
上
益
城
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
は
結
成
10
年
を
迎
え
、

井
芹
洋
子
さ
ん
（
山
出
区
）、
大
村

い
づ
み
さ
ん
（
大
町
区
）、
川
崎
恵

美
子
さ
ん
（
八
丁
区
）、
山
本
よ
り

子
さ
ん
（
上
揚
区
）
の
４
人
が
所
属
。

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
見

事
優
勝
し
、
悲
願
の
全
国
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

井
芹
さ
ん
は
「
バ
レ
ー
が
で
き
る

の
は
、
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
日
本
一
を
目

指
し
、
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て
き
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

上益城チーム全国大会へ
ママさんバレー大会に４選手が出場

▼

全
国
大
会
に
出
場
す
る
上
益
城
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

　２月25日（日）甲佐町ろくじ館で、「ニラ

パワー EXPO2018」が開催され、町特産のニ

ラを使用した新商品の「ニララーメン」と

「食べるニララー油」がお披露目されました。

　同商品は、甲佐町食による復興協議会（越

智新代表）が、㈲肥後そう川（坂本憲市代表

取締役）および NPO 法人自然楽舎みやうちの

「パワフル母ちゃん」と共同で開発。ニラの

風味を生かした味が特徴です。

　『虎穴ニラずんば』と命名された２商品は、

同館で３月から販売予定です。

ニラ風味の新商品を開発
『虎穴ニラずんば』ラーメンとラー油

▲新商品のラーメンとラー油をおすすめする越智さん

全国大会・九州大会に出場
本町の中学生・高校生３選手が健闘

▼写真左から、水泳の仲原選手と田上選手、バレーの芳野選手。

　

本
町
の
中
学
生
・
高
校
生
３
選

手
が
全
国
大
会
・
九
州
大
会
に
出

場
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

　

１
月
４
日
（
木
）
～
８
日
（
月
）、

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
70
回
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会
に
、
芳
野
阿
也
選
手

（
岩
下
一
区
・
鎮
西
高
３
年
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

芳
野
選
手
は
、
10
月
の
県
大
会

で
優
勝
し
、
本
大
会
に
出
場
。
１

回
戦
で
大
阪
代
表
・
四
天
王
寺
高

と
対
戦
し
、
ピ
ン
チ
サ
ー
バ
ー
と

し
て
出
場
。
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
を

決
め
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
ま
し

た
。

　

２
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）、

福
岡
県
で
開
催
さ
れ

た
第
38
回
九
州
カ
ッ

プ
水
泳
競
技
大
会
に
、

田
上
大
翔
選
手
（
下

横
田
区
・
ル
ー
テ
ル

学
院
高
２
年
）
と
、

仲
原
乙
葉
選
手
（
中

横
田
区
・
甲
佐
中
１

年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

田
上
選
手
は
、
17

歳
以
上
の
部
の
50
㍍
・

１
０
０
㍍
・
２
０
０

㍍
自
由
形
、
仲
原
選

手
は
、
13
歳
～
14
歳

の
部
の
２
０
０
㍍
・

４
０
０
㍍
自
由
形
に

出
場
し
、
健
闘
し
ま

し
た
。



Information町からのお知らせ　【３月】

男
女
共
同
参
画

町総務課　 TEL 096－234－1140（内線223）

■
睡
眠
を
妨
げ
る
要
因
が
男
女
に

　
よ
っ
て
異
な
る
!?

　

厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
に
よ
る
と
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、

睡
眠
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

女
性
で
は
家
事
（
21
・
０
㌫
）
、
男
性

で
は
仕
事
（
37
・
７
㌫
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

一
方
で
、
男
性
の
長
時
間
労
働
に
よ

り
、
家
事
な
ど
へ
の
主
体
的
な
参
画
を

困
難
に
し
、
結
果
と
し
て
女
性
が
多
く

を
担
う
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

固
定
的
役
割
分
担
意
識
の
解
消
を
図

る
と
同
様
に
、
多
様
性
を
活
か
し
た
働

き
方
を
実
施
す
る
こ
と
で
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

■
カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク
ジ
イ
募
集
！

　

男
性
の
み
な
さ
ん
に
も
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
家
事
や
育
児
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
「
家
事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
）」・
「
イ
ク

メ
ン（
育
児
に
励
む
男
の
人
の
こ
と
）」・

「
育
爺
（
イ
ク
ジ
イ
・
孫
の
育
児
を
手

伝
う
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
）」
を
、
広

報
紙
な
ど
で
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
ご
意
見

な
ど
を
写
真
と
と
も
に
、
町
総
務
課
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

男女共同参画社会を
目 指 し ま し ょ う

カ ジ ダ ン・ イ ク ジ イ を 募 集 し ま す！

国
民
年
金

町住民生活課　 TEL 096－234－11１３　（内線104）　

■
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
）
な
ら
び
に

任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方

を
除
く
）
が
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保

険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

●
定
額
保
険
料
の
月
額

　

１
６
，
４
９
０
円
（
平
成
29
年
度
）

●
付
加
保
険
料
の
月
額

　

４
０
０
円

■
付
加
年
金
額

　

付
加
年
金
額
は
、
「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。

　

例
え
ば
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
、
付
加
保
険
料
月
額
４
０
０
円
を

上
乗
せ
し
て
納
め
た
場
合
、
40
年
間
で

総
額
１
９
２
，
０
０
０
円
を
余
分
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
を
受

け
取
る
時
に
年
額
９
６
，
０
０
０
円
加

算
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
年
間
で
取
り
戻

し
、
そ
の
後
の
分
は
支
払
っ
た
金
額
よ

り
多
く
も
ら
え
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
納
付
の
際
の
注
意
点

　

付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
際
、

次
の
６
つ
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

①
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん

　

だ
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

②
付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
翌
月
末
日

　

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

③
月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
な

　

ど
に
あ
た
る
場
合
お
よ
び
年
末
の
納

　

期
限
は
、
翌
月
最
初
の
金
融
機
関
な

　

ど
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

④
納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期

　

限
か
ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料
を
納

　

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
希

　

望
し
な
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
納

　

付
辞
退
申
出
書
の
提
出
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

⑥
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

　

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

国 民 年 金 保 険 料
付加年金制度のご案内

平 成27年 国 民 健 康・栄 養 調 査 報 告 に よ り 作 成

睡眠の確保の妨げとなっていること

【平成 27 年国民健康・栄養調査報告により作成】
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■睡眠の確保の妨げとなっていること

埋
蔵
文
化
財

町教育委員会社会教育課　 TEL 096－23４－2447（ 内線322）

■
「
遺
跡
」
と
は
昔
の
人
々
が
生
活

　
を
し
て
い
た
場
所
の
こ
と
で
す

　

「
文
化
財
保
護
法
」
で
は
「
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」
（
遺
跡
）
を
保
護
す
る

措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
包
蔵
地
内

で
住
宅
建
設
や
宅
地
造
成
な
ど
、
土
地

の
掘
削
を
伴
う
工
事
を
行
う
場
合
に
は

事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

町
内
に
は
、
包
蔵
地
が
37
カ
所
あ
り
、

建
築
・
建
設
予
定
地
が
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
着
工
直
前
や
工
事
中

に
判
明
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で

工
事
を
一
度
中
断
し
て
発
掘
調
査
を
行

う
必
要
が
生
じ
、
工
期
が
延
長
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
円

滑
な
工
事
の
実
施
の
た
め
に
も
、
工
事

計
画
が
具
体
化
し
た
時
点
な
ど
の
な
る

べ
く
早
い
段
階
で
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
に
よ
る
建
替
工
事
に
お

い
て
も
、
確
認
が
必
要
で
す
。

■
遺
跡
内
で
あ
っ
て
も
、
工
事
が
で

　
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

建
築
・
建
設
予
定
地
が
包
蔵
地
内
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
工
事
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
届
出

を
行
い
、
社
会
教
育
課
に
よ
る
事
前
調

査
（
建
築
・
建
設
予
定
地
を
一
部
掘
削

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
や
掘
削
時
の

立
会
な
ど
に
よ
っ
て
遺
跡
に
影
響
が
な

け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
着
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

も
し
、
出
土
物
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、

文
化
財
の
専
門
職
員
が
発
掘
調
査
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
前
調
査
に
要
す
る
費
用

は
、
社
会
教
育
課
が
負
担
し
ま
す
。

■
遺
跡
の
確
認
は
施
工
業
者
を
通
し

　
て
お
願
い
し
ま
す

　

ま
ず
、
施
工
主
は
工
事
業
者
に
社
会

教
育
課
へ
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
確
認

を
依
頼
し
、
そ
の
際
、
工
事
業
者
は
建

築
予
定
地
の
地
番
や
地
図
、
図
面
な
ど

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

確
認
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
工
事
の

中
断
や
「
文
化
財
保
護
法
」
の
違
反
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅

町建設課　 TEL 096－234－1183（内線161）　

■
災
害
公
営
住
宅
・
３
団
地
の
建
設

　
を
進
め
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援

お
よ
び
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
の
た

め
、
甲
佐
地
区
、
乙
女
地
区
、
白
旗
地

区
の
３
地
区
に
、
合
計
52
戸
の
「
災
害

公
営
住
宅
」
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
建
設
戸
数

・
甲
佐
団
地
（
仮
称
）　

30
戸

・
乙
女
団
地
（
仮
称
）　

12
戸

・
白
旗
団
地
（
仮
称
）　

10
戸

■
乙
女
・
白
旗
団
地
（
仮
称
）
の

　
建
設
業
者
が
決
定
し
ま
し
た

　

こ
の
建
設
事
業
は
県
の
「
く
ま
も
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」
の
参
加
事
業
と
し
て

進
め
て
い
ま
す
。
建
設
業
者
の
選
定
は

県
に
よ
り
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
内
の
業
者
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
で

入
札
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

乙
女
・
白
旗
団
地
（
仮
称
）
に
つ
い

て
、
昨
年
11
月
と
今
年
１
月
に
行
わ
れ

た
２
回
の
入
札
は
不
調
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
今
回
２
月
に
入
札
が
行
わ
れ
、

業
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
入
札
１
回
目

・
公
告　

平
成
29
年
10
月
17
日
（
火
）

・
開
札　

平
成
29
年
11
月
９
日
（
木
）

・
結
果　

不
調

●
入
札
２
回
目

・
公
告　

平
成
29
年
12
月
14
日
（
木
）

・
開
札　

平
成
30
年
１
月
18
日
（
木
）

・
結
果　

不
調

●
入
札
３
回
目

・
公
告　

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

・
開
札　

平
成
30
年
２
月
21
日
（
水
）

・
結
果　

決
定

　

甲
佐
団
地
（
仮
称
）
は
、
３
月
に
入

札
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
平
成
31
年
春
に
入
居
開
始
を

　
予
定
し
て
い
ま
す

　

当
初
の
予
定
で
は
、
乙
女
・
白
旗
団

地
（
仮
称
）
は
６
月
、
甲
佐
団
地
（
仮

称
）
は
10
月
に
入
居
開
始
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
回
の
入
札
不
調
に
よ
り
、

３
団
地
と
も
、
平
成
31
年
春
に
入
居
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
決

定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災 害 公 営 住 宅 の
入居開始時期について

災 害 公 営 住 宅 は 来 年 春 入 居 開 始 予 定

住宅などを新築する
際は遺跡の確認を

詳 し く は 町 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 へ



Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Library
町生涯学習センター図書室からの３月のおすすめ図書

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL096-234-2447（内線321）

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　 TEL096-234-2447（内線331）

　

「この先一人でどやって暮らす。

こまったぁどうすんべぇ」捨て

た故郷、疎遠な息子と娘、亡き

夫への愛。震えるような悲しみ

の果てに、74歳の桃子さんがた

どり着いた圧倒的自由とにぎや

かな孤独とは。東北弁のゆるや

かな響きからつむぎ出されるさ

まざまな感情が、心を強く揺さ

ぶります。新たな「老いの境

地」を描いた感動作です。

河出書房新社

小説

第158回芥川賞を受賞した感動作品
若竹 千佐子著 /『おらおらでひとりいぐも』

椋鳩十の名作を気鋭の画家が絵本化
椋 鳩十作 あべ 弘士絵 /『大造じいさんとがん』

素材のすごいパワーを引き出す献立
藤井 真枝著 /『健康効果がひと目でわかる！食材＆料理 知恵袋』

カレーにはらっきょう、おろし

大根にはサンマの塩焼き、オク

ラを生かすにはかつお節、ビー

ルには枝豆。定番の組み合わせ

ですが、美味しいだけでなく栄

養面からみても相性抜群！本書

は毎日の献立を考えるときの手

助けとなる食品や食材のガイド

ブックです。カラダを元気にす

る素材200＋定番料理250選を写

真とイラストで紹介しています。

秀和システム

教養娯楽

今後の世界の中で、日本が再興

するにはどんな戦略が必要なの

か。今、世界で注目される日本

人科学者が、テクノロジー、政

治、教育、会社、仕事、コミュ

ニティなどの切り口から、この

国のグランドデザインを描く。

固まってしまった価値観を壊し、

１人１人の日本の未来を思い描

かせてくれる、おすすめの１冊

です。

幻冬舎

一般書

「情熱大陸」出演で大反響の最新作
落合 陽一著 /『日本再興戦略』

がんの群れの頭領「残雪」の賢

さから、大造じいさんはがん狩

りがうまくいかなくなる。ある

日、仲間をはやぶさから助けよ

うとした「残雪」を、１度は狙

うも助けた大造じいさん。狩人

とがんの、敵味方の関係をこえ

たあつい交わりを描いた物語を、

気鋭の画家の勢いのある絵で味

わう絵本。「生きること」への

切実な想いが伝わります。

理論社

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第３木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

日時　３月15日（木）

　　　午前10時30分

場所　図書室おはなしのへや

Read This Story!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『ツバキ文具店』（小川 糸著）

「伝えたい思い、ありませんか？その
手紙、あなたに代わって書きます。」
手紙を書くことを生業とする、若い女
性のみずみずしい成長の物語。

なさん、最近手紙を書き

ましたか ? 手紙をもらい

ましたか ?

　この本は、鎌倉を舞台に春夏

秋冬の季節を追って、日本の伝

統行事や自然の移り変わりの美

しさを五感で楽しめるように描

かれています。

　主人公の鳩子は、ツバキ文具

店を経営しながら代書屋をする

厳しい祖母に育てられ、従順に

過ごします

が遂に高校

で反抗、家

を出て疎遠

となります。

しかし祖母

が亡くなり、

鎌倉に戻り

文具店の後

を継ぎます。

　鳩子は、少しずつ日常生活に

慣れていく中、手紙の代書を頼

まれます。代書の依頼する客の

気持ちが相手に届くように手紙

の内容だけにとどまらず紙質、

筆の種類、インクや墨、封筒、

切手あらゆる面をじっくり考え

ベストを尽くし寄り添います。

「手紙」というキーワードを巡

り、近所に住む人達との関わり

あい、鳩子を思う祖母の本当の

気持ちを知ります。

　すべて私たちが昨今忘れかけ

ていたことを思い出させてくれ

る本でした。

　この寒い冬に「一杯の味噌
3 3

汁
3

」のように心温まる一冊にな

ります。

み

森田 光樹子さん

〔岩下二区〕

今月の案内人

　

１
月
24
日
（
水
）
白
旗
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
講

座
「
電
気
に
ま
つ
わ
る
注
意
点

を
知
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
、
㈱
九
州
電
力
の

ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師

に
迎
え
て
、
学
童
保
育
「
げ
ん

き
ク
ラ
ブ
」
の
児
童
と
保
護
者

向
け
に
実
施
。
タ
コ
足
配
線
や

ほ
こ
り
の
溜
ま
っ
た
コ
ン
セ
ン

ト
な
ど
、
自
分
た
ち
で
も

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
危
険

場
所
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

ま
た
講
話
の
後
、
石
け
ん
に

好
き
な
絵
柄
の
紙
を
専
用
の
液

を
つ
け
て
筆
で
張
り
付
け
て
い

く
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を
体
験
。
マ

グ
ネ
ッ
ト
に
も
張
り
付
け
、
冷

蔵
庫
な
ど
に
利
用
で
き
る
ピ
ン

も
作
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
空
気
が
入
ら

な
い
よ
う
に
慎
重
に
作
業
を
し

て
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
う

れ
し
そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
（
月
）
早
川
公
民

館
で
、
出
前
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
11
人
。

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
古
閑
裕
子
保
健
師
が
、
日
本

人
の
死
因
で
第
４
位
の
「
脳
卒

中
」
に
つ
い
て
講
話
。

　

「
日
ご
ろ
か
ら
の
生
活
習
慣

が
大
き
く
作
用
し
、
喫
煙
、
温

度
差
の
あ
る
お
風
呂
や
ト
イ
レ

は
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
ト

イ
レ
に
行
く
こ
と
が
苦
痛
で
水

分
を
控
え
て
し
ま
う
と
、
血
中

が
ネ
バ
ネ
バ
状
態
で
脱
水
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
」
と
い
う

説
明
が
あ
り
、
水
分
補
給
の
大

切
さ
も
知
り
ま
し
た
。

　

講
座
中
、
参
加
者
は
何
回
も

お
茶
の
お
代
わ
り
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
早
速
講
話
の
効
果
が

あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

電
気
の
注
意
点
を
知
ろ
う

町
公
民
館
主
催
講
座

脳
卒
中
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

公
民
館
出
前
講
座

▲丁寧に石けんに絵柄を張る児

童たち

▲講師の話に真剣に耳を傾ける

参加者

●インターネットによる人権侵害

Q1. どんな課題がありますか？

　インターネットの特性 ( 匿名性、拡

散性、利便性など ) を悪用して引き起

こされる人権に関わる問題の多発

・他人を誹謗中傷する書き込み

・差別を助長する情報や不確かな情報

　の流布

・他人のプライバシーに関わる情報を

　無断で公開する　

・悪質商法などの犯罪やトラブル

・児童ポルノなどの氾濫（はんらん）

・個人情報の流出　

・迷惑メールなどによる被害

Q2. どんな取組が行われていますか？

●日本の主な取組み

　法務省の人権擁護機関では、「イン

ターネットを悪用した人権侵害をなく

そう」を年間強調事項として掲げ、啓

発活動を行っています。また、イン

ターネット人権相談受付窓口の設置や、

インターネット上で名誉毀損やプライ

バシー侵害などの人権侵害があったと

きの、被害回復への手助け・削除要請

を行っています。

●熊本県の主な取組み

　熊本県少年保護育成条例[2007年改正]

　少年がインターネット上の有害情報

を閲覧し、または視聴することを防止

するため、フィルタリングソフトの活

用などを進めています。その他、「く

まもと携帯電話・スマートフォンの利

用5か条」や「情報安全・情報モラル

教育に関する指導資料」の作成、配布

などにより、家庭・学校の両輪から情

報安全・情報モラル教育を推進してい

ます。

熊本県人権情報誌「コッコロ通信」より

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　 TEL096-234-2447（内線324）

　

▲

町公民館からのご案内

町民大学「講演・閉講式」

●日時

　３月27日（火）

　午後２時～午後３時30分

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●講演内容

　彫刻家・石原昌一「私を語る」

●講師

　石原昌一さん

　（熊本大学名誉教授・彫刻家）

どなたでも参加できますので、皆

さんお誘い合わせの上、たくさん

の参加をお待ちしています。



❖
毎
年
３
月
第
２
木
曜
日
は　

　

世
界
腎
臓
デ
ー

　

世
界
腎
臓
デ
ー
は
、
腎
臓
病
の
早
期

発
見
と
治
療
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
国

際
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

国
際
腎
臓
学
会
と
腎
臓
財
団
国
際
協

会
に
よ
っ
て
共
同
で
提
案
さ
れ
、
毎
年

３
月
の
第
２
木
曜
日
に
実
施
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

❖
腎
臓
の
働
き
は
、
体
を
正
常

　

な
状
態
に
保
つ
こ
と

　

腎
臓
は
、
空
豆
の
よ
う
な
形
を
し
た

握
り
こ
ぶ
し
の
大
き
さ
く
ら
い
の
臓
器

で
す
。

　

腰
の
あ
た
り
に
左
右
対
称
に
２
個
あ

り
、
体
に
と
っ
て
大
切
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

①
老
廃
物
を
体
か
ら
出
す

　

血
液
を
ろ
過
し
て
、
老
廃
物
や
塩
分

を
尿
と
し
て
体
外
に
出
し
ま
す
。
必
要

な
も
の
は
体
内
に
再
吸
収
し
、
留
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
血
圧
を
調
節
す
る

　

塩
分
と
水
分
の
排
出
量
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
圧
を
調

節
し
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
を
維
持
す
る

ホ
ル
モ
ン
も
腎
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
ま

す
。

③
血
液
を
つ
く
る
司
令
塔

　

腎
臓
か
ら
出
る
ホ
ル
モ
ン
が
、
骨
髄

の
中
に
あ
る
細
胞
に
刺
激
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、血
液
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

④
体
液
量
・
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
調
節

　
す
る

　

体
内
の
体
液
量
や
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス

を
調
節
し
、
体
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
を

取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
強
い
骨
を
つ
く
る

　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
体
内
に
吸
収
す
る
た

め
に
必
要
な
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
つ

く
り
ま
す
。

❖
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と

　

体
の
不
調
の
要
因
に

　

腎
臓
の
働
き
は
あ
る
程
度
ま
で
低
下

し
て
し
ま
う
と
、
元
に
戻
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、
血
圧

が
高
く
な
る
、
貧
血
に
な
る
、
体
が
む

く
む
、
疲
れ
や
す
い
、
め
ま
い
が
す
る
、

骨
が
弱
く
な
る
な
ど
、
体
に
さ
ま
ざ
ま

な
不
調
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❖
大
切
な
腎
臓
を
守
る
た
め
に

　

慢
性
に
経
過
す
る
す
べ
て
の
腎
臓

病
、「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
」
は
新

た
な
国
民
病
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

知
ら
な
い
間
に
腎
臓
の
機
能
が
ど
ん
ど

ん
低
下
し
、
人
工
透
析
な
ど
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

大
切
な
腎
臓
を
守
る
た
め
に
は
、
ま

ず
検
査
で
腎
臓
の
働
き
を
調
べ
る
こ
と

で
す
。

　

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
）

の
値
か
ら
腎
臓
の
働
き
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
、
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
年
齢
、
性
別
か
ら
算

出
す
る
値
で
す
。
町
の
健
診
な
ど
で
尿

検
査
と
合
わ
せ
て
、
定
期
的
に
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
慢
性
腎
臓
病
の
発
症
・
重
症
化

の
危
険
性
を
高
め
る
た
め
、
適
切
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
中
に
も
腎
臓
の

働
き
を
悪
化
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
内
服
を
す
る
と
き
は
必
ず
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

身
長
や
体
重
、
血
液
検
査
の
結
果
、

生
活
リ
ズ
ム
な
ど
は
１
人
ひ
と
り
異
な

り
ま
す
。
自
分
の
体
の
状
態
に
合
っ
た

生
活
習
慣
で
、
大
切
な
腎
臓
を
い
つ
ま

で
も
元
気
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
を
支
え
る
大
切
な
腎
臓
を

い
つ
ま
で
も
元
気
に
保
ち
ま
し
ょ
う

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

Child-Care
３月の子育て支援カレンダー

あ
ゆ
み
だ
よ
り

腎臓 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　 TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

腎臓の働きは、体を正常に保つこ

とです。しかし、ある程度まで低

下してしまうと、元に戻ることが

ありません。町の定期健診などで

腎臓の働きを定期的に確認するこ

とが重要です。大切な腎臓をいつ

までも元気に保ちましょう。

藤本 佑子 保健師

　

大塚 三
み ま

茉 ちゃん（１歳）

 父・健太 さん　母・七恵 さん

　（上田口区）

　みまちゃん、たくさん

　　あそぼうね！　にこより

　

松永 侃
か ん た

大 くん（11か月）

 父・真一 さん　母・綾乃 さん

　（芝原区）

　お姉ちゃんに負けないように

　　　　　元気に育ってね。

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（金） 手形・足型取り

５日（月） お絵かき

７日（水） ままごと遊び

９日（金） お別れ遠足

12日（月） 砂場遊び

14日（水） お誕生会（要予約）

16日（金） 親子で読書

19日（月） シール遊び

23日（金） シャボン玉遊び

26日（月） 折り紙遊び

28日（水） 支援閉所式（お別れパーティー）

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

14日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

３・４月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　３月15日（木）　午前９時

　　４月19日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　３月15日（木）　午前10時10分

　　４月19日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　４月13日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　３月６日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　３月23日（金）　午前９時30分

　　４月20日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　３月６日（火）　午後１時20分
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町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL http://www.town.kosa/

　　kumamoto.jp/

３
March 2018

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

年
１
回
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

日
時
や
会
場
は
各
市
町
村
窓
口

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
か

か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
も
接
種

で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

　

（
内
線
２
５
１
）

・
県
健
康
危
機
管
理
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

７
３
７
円

　

（
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
）

▼
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

７
８
２
円

　

（
平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら
）

②
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

　

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　

関
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

８
３
２
円

　

（
平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら
）

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

７
４
０
円

　

（
平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら
）

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

は
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

　

室

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
全
て
の

教
育
の
出
発
点
で
あ
る
家
庭
教
育

を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
、

支
援
チ
ー
ム
登
録
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
登
録
さ
れ
る
と
啓
発
資

料
な
ど
が
無
料
で
配
付
さ
れ
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
す
。

▼
登
録
団
体
な
ど
で
の
取
り
組
み
例

①
定
時
退
勤
日
の
設
定
、
休
暇
取

　

得
の
促
進
な
ど

②
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て

　

職
場
で
話
題
に
し
て
い
る
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
６
９
８

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

３
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）

の
期
間
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

火
の
用
心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
防
火
標
語

　

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に

　

習
慣
に
』

▼
住
宅
防
火
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
作
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

　

家
庭
ご
み
な
ど
を
焼
却
す
る
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
近
所
に
も
多
大
な
迷
惑
を
掛

け
る
行
為
で
す
の
で
、
野
焼
き
は

止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
一
部
例
外
と
し
て
農
作

業
の
あ
ぜ
焼
き
や
、
ど
ん
ど
や
な
ど
、

焼
却
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
県
御
船
保
健
所
に
お
問
い
合
わ

せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

揚
煙
届
は
、
焼
却
を
す
る
前
に

消
防
署
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
書

類
で
す
。
こ
の
届
の
趣
旨
は
、
焼

却
を
火
災
と
間
違
え
て
通
報
さ
れ

た
際
、
消
防
署
が
火
災
で
な
い
と

確
認
す
る
た
め
の
届
出
で
す
。
ま

た
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
焼
却
を

中
止
ま
た
は
延
期
を
指
導
す
る
場

合
の
情
報
に
な
り
ま
す
。

　

野
焼
き
か
ら
火
災
に
至
る
事
例

が
年
に
数
十
件
（
平
成
28
年
は
19

件
、
平
成
29
年
は
14
件
）
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

届
出
書
（
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し

い
煙
な
ど
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
な
ど
）
は
上
益
城
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

※
焼
却
場
所
が
森
林
に
近
い
場
合

　

は
、
火
入
れ
届
（
森
林
法
）
を

　

町
役
場
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

必
ず
事
前
に
町
役
場
へ
ご
相
談

　

下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
上
益
城
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

　

URLhttp://www.kamisho.jp/

・
町
農
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　

（
内
線
１
５
６
）

・
県
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
飼
い

犬
を
市
町
村
へ
登
録
し
、
毎
年
１

回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
で
、
４
月

～
６
月
に
か
け
て
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
が
行
わ
れ
ま
す
。
生
後
91

日
以
上
の
犬
の
場
合
は
、
必
ず
毎

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

３月４日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

３月11日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

３月18日 甲佐眼科クリニック TEL096-235-5600

３月25日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（１月分）
種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 18件

交 付 要 求 ０件

取 立・ 公 売 代 金 295,136円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

１月 年累計

人身事故 ３ ３

物損事故 14 14

盗難など ０ ０

１月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数
種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （△２）

原 野 ０ （０）

そ の 他 １ （△２）

合計件数 １ （△４）

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

ｉ
お
知
ら
せ

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が

実

施

さ

れ

ま

す

民俗資料館の開設にちなんで、

今回も展示品のお話をします。

籾 ( もみ )( 注１)を取ったあ

とに残る稲藁(いなわら )のこと

についてです。普通、藁( わら )

と呼んでいます。この藁を人々は

色々なものに活用してきました。

今でも飾りに使っています。正月

の飾りに用いる「しめ縄」はその

代表例でしょう。

しかし、昔はあらゆることに活

用しました。屋根葺き(ふき )用

に、俵に、敷物に、入れ物に、また、

牛馬の餌に、履物に、数えきれな

い程です。それらの中の１つ「ね

こぼく」についてお話をします。

「ねこぼく」は籾の乾燥になく

てはならないものです。一辺が２

㍍程の正方形の敷物です。直径

２㌢程の縄を使って編んだもので

す。一枚編むのに数十日かかりま

す。農家の人は、「夜なべ」と言っ

て、夜、電灯の下で縄をない、そ

の縄を使い、「ねこぼく」を編ん

でいきます。規模の大きい農家で

は数十枚の「ねこぼく」が必要で

すので、膨大な藁の量と、ものす

ごい労働時間を費やして整備され

たものです。

最近は乾燥機で簡単に乾燥しま

すが、昭和 35 年頃までは、大変

な苦労だったのです。

注１　籾(もみ ):稲穂 (いなほ )に
ついている実、籾の皮を剥いだものが米

甲佐町の文化財探訪　〜第5 ４回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
ね
こ
ぶ
く
で
籾
（
も
み
）
の
乾
燥
風
景

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「藁（わら）は暮らしを支えた」 清村一男 町文化財保護委員（下豊内区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（１月分）
種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 229,940 △11,110 △42,670

資 源 ご み 20,8700 △2,660 △8,170

粗 大 ご み 3,950 △2,800 △3,290

合 計 2254,760 △16,570 △54,130

※単位・㌔ 

上
益
城
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
揚
煙
届
を
ご
存
知
で
す
か
？
」

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

熊

本

県

最

低

賃

金

ｒ
募
集

「
く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援

チ

ー

ム

」

登

録

募

集
！

大
切
な
ペ
ッ
ト
（
犬
）
に
は

狂

犬

病

予

防

注

射

を
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を
目
的
に
、
第
30
回
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
熊
本
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
８
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
皆
様
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
第
31
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
や
ま

　

大
会
へ
の
派
遣
選
手
は
、
本
大
会

　

の
成
績
な
ど
も
参
考
の
う
え
選
考

　

さ
れ
ま
す
。

▼
競
技
種
目

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル

フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、

太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

▼
競
技
会
場

　

県
民
総
合
運
動
公
園　

ほ
か

▼
日
程
（
予
定
）

　

５
月
９
日
（
水
）
～
20
日
（
日
）

▼
参
加
資
格

　

県
内
在
住
者
で
、
平
成
31
年
４
月

１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代
の

　

方
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費

　

個
人
競
技
は
１
人
１
，
０
０
０

円
。
団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額

が
異
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

　

各
市
町
村
福
祉
課
ま
た
は
町
教
育

委
員
会
な
ど
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　

放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第
1

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
出
願
期
間
は
、
３
月
20
日

（
火
）
ま
で
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

　

現
在
、
自
転
車
盗
の
事
件
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
か
ら
離

れ
る
場
合
に
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で

も
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

御
船
署
管
内
で
発
生
し
て
い
る

自
転
車
盗
の
80
㌫
が
無
施
錠
の
状

態
で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
（
平

成
29
年
中
）。
鍵
を
掛
け
て
い
れ

ば
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
全
と
思
わ
れ
る
自
宅
の
敷
地

内
や
ア
パ
ー
ト
・
団
地
、、
学
校

の
駐
輪
場
お
で
も
自
転
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
を
盗
ま
れ
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
駐
輪
す
る
と
き

は
、
ど
ん
な
場
所
で
も
し
っ
か
り

鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

２
つ
の
異
な
る
施
錠
を
す
る

「
２
ロ
ッ
ク
（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）」
も

効
果
的
で
す
。

●
車
上
狙
い
に
注
意

　

自
転
車
盗
な
ど
の
乗
り
物
盗
の

ほ
か
に
、
車
上
狙
い
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
駐
車
す
る
と
き
は
、
わ

ず
か
な
時
間
で
も
鍵
を
掛
け
、
社

内
に
貴
重
品
な
ど
を
置
い
た
ま
ま

車
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
鍵
を
掛
け
て
い
て
も
車
外
か

ら
貴
重
品
が
見
え
る
場
合
は
、
ガ

ラ
ス
を
割
っ
て
車
内
の
貴
重
品
を

盗
む
手
口
も
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　

県
で
は
、
保
育
士
資
格
を
お
持

ち
で
、
今
後
保
育
所
な
ど
へ
の
就

職
を
考
え
て
い
る
方
を
支
援
す
る

た
め
の
貸
付
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
保
育
料
の
一
部
貸
付

　

お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額

　

（
月
額
上
限
２
７
，
０
０
０
円
）

▼
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付

　

転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備
金

　

（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
２
年
間
継
続
勤
務
し

　

た
場
合
は
、
全
額
返
還
免
除

　

貸
付
要
件
、
事
業
詳
細
な
ど
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

　

県
で
は
、
保
育
士
を
目
指
す
学

生
を
支
援
す
る
た
め
の
貸
付
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　

保
育
士
養
成
施
設
な
ど
に
在
学

し
、
保
育
士
を
目
指
す
学
生

▼
期
間

　

２
年
間

▼
金
額

　

毎
月
５
万
円
以
内

　

（
就
職
準
備
金
な
ど
の
加
算
あ

　

り
）

※
卒
業
後
、
県
内
の
保
育
所
な
ど

　

で
５
年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合

　

は
、
全
額
返
還
免
除
と
な
り
、

　

貸
付
金
の
返
還
は
不
要
で
す
。

　

貸
付
要
件
、
事
業
詳
細
な
ど
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

　

県
で
は
、
３
月
第
１
・
４
水
曜

日
に
、
特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
労

働
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

・
３
月
７
日
（
水
）

　

「（
定
年
）
退
職
に
関
す
る
基
礎

　

知
識
に
つ
い
て
」

・
３
月
28
日
（
水
）

　

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
、
労
働
時

　

間
、
賃
金
に
つ
い
て
」

　

相
談
は
、
来
所
ま
た
は
電
話
で

午
後
１
時
～
４
時
ま
で
。
専
門
の

相
談
員
（
社
会
保
険
労
務
士
）
が

対
応
し
ま
す
。

▼
会
場

　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー　

　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８
‐
６

　

朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

　

タ
ー
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
６
１
３

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ

ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
、

固
定
金
利
（
年
１
・
76
㌫
（
平
成
29

年
11
月
10
日
現
在
））
で
利
用
で
き
、

在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　

TEL
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

ｃ
く
ら
し
安
全

自

転

車

盗

難

に

は

ツ
ー
・
ロ
ッ
ク
が
効
果
的
で
す

甲佐町フィットネスセンター１周年記念イベント開催！
 Event

３月10日（土）・11日（日）甲佐初市を開催します
Event

ｉ
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
保
育
士

就
職
支
援
事
業
の
ご
紹
介

▶
初
市
を
開
催
し
ま
す

　甲佐町商工会では、春の訪れを知らせる祭り「第
350回甲佐初市」を３月10日（土）・11日（日）に開
催します。ぜひお越しください。

●開催日　３月10日（土）・11日（日）

●場　所　岩下・緑町の市街地ほか

●お問い合わせ先

　甲佐町商工会　 TEL 096-234-0272

平
成
30
年
度
保
育
士

修
学
資
金
貸
付
の
ご
紹
介

特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る

労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

ｒ
募
集

第
30
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

放

送

大

学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　甲佐町フィットネスセンターでは、開所１周年を記念し、

体操やお楽しみ抽選会など、みなさんで楽しめるイベント

を開催します。ぜひ、ご参加ください。

●開催日　４月４日（水）　10時～11時　先着50人

●内　容　うきうき体操・お楽しみ抽選会など

　　　　　※イベント時の参加料は無料。

●お問い合わせ先　甲佐町フィットネスセンター　 TEL 096-235-8712

▼

う
き
う
き
体
操
の
様
子

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」
３月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　甲佐小体育館

　　　　　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

　甲佐中武道館「甲心館」

　　月・水・金曜日　午後７時

●卓球

　町生涯学習センター・ホール

　　　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

　甲佐中グラウンド

　　　　　　木曜日　午後７時

　甲佐小グラウンド

　　　　　　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室

　甲佐中体育館

　　　　　　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

　甲佐小体育館

　　　　　　水曜日　午後７時

●ノルディックウォーキング

　教室

  白旗小体育館

　　　　　　月曜日　午後７時

●トランポリン教室

　特別養護老人ホーム　桜の丘

　　　　金曜日　午後５時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

トランポリン教室

トランポリン教室のみなさん

バッジテスト

合格したよ！

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

■お問い合わせ先

　町総務課

　 TEL096-234-1140( 内線224）

▶ご寄付いただいた皆様

　お名前　　　　ご住所　

・奥田　文幸様　大阪府

・緒方　昭尚様　埼玉県

・小林　正人様　東京都

・凝重　　実様　京都府

・萩原　利行様　静岡県

・木之下　洋様　東京都

・張　　方紅様　東京都

・舟木　　康様　愛知県

・秋山　修一様　神奈川県

▶平成29年度寄附金額合計

　１５，８６５，０００円
　（１月31日現在）

▶池田製菓舗 TEL 096-234-0118

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品ブランド「こう
さんもん」を紹介します。

「井戸江峡万十」こうさんもん No.11

青梅の甘露煮を丸ごと１個使用

「マシュマロ鮎の里」こうさんもん No.12

カステラの角切り入りで何とも言えない食感

▶町公式ウェブサイト

　「ふるさと納税」ページ

　URL　http://www.town.kosa.

　　　kumamoto.jp/q/aview/102/

　　　233.html



　

２
月
18
日
（
日
）
こ
う
さ
ん
も
ん

元
気
活
動
と
し
て
、
上
早
川
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
々
が
重
な
り
、
夏
前
に
は
蛍
が

飛
び
交
う
と
い
う
清
流
が
流
れ
る
自

然
の
中
、
昨
年
度
の
同
活
動
で
看
板

が
設
置
さ
れ
た
名
所
・
旧
跡
を
歩
い

て
巡
り
ま
し
た
。
上
早
川
に
は
想
像

し
て
い
た
よ
り
も
多
く
の
観
音
様
や

地
蔵
様
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数

に
驚
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
安
産
の

守
り
神
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
を
集

め
る
子
安
観
音
が
祭
ら
れ
て
い
る

「
山
口
観
音
堂
」
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
て
い
る
優
し
い
表
情
を
し
た

観
音
様
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
込
め
、

長
い
間
、
祭
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の

観
音
様
や
地
蔵
様
で
す
が
、
身
近
に

い
て
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
長
き
に
渡
り
こ

の
地
で
生
活
し
て
き
た
人
々
の
、
暮

ら
し
の
一
部
を
垣
間
見
た
気
が
し
た

１
日
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
り
）

ひとの 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ご存知ですか？

編

集

後

記

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

寒
き
日
に
火
燵
に
入
り
語
り
合
い
励
ま
し
貰
い
心
温

も
る�

赤
星　

文
子

今
日
を
終
え
湯
船
に
浸
り
し
み
じ
み
と
明
日
も
良
き

日
を
お
呉
れ
と
願
う�

緒
方　

明
美

「
鬼
は
外
」
豆
を
投
げ
れ
ば
庭
先
に
鬼
の
涙
か
き
ら

り
と
光
る�

塚
原　

暁
益

つ
か
の
間
に
降
り
積
も
り
た
る
初
雪
に
喜
ぶ
子
ら
の

姿
う
る
わ
し�

吉
永
由
紀
子

白
梅
は
春
の
兆
し
を
感
じ
つ
つ
凛
と
咲
き
た
り
一
輪

の
花�

白
梅　

武
人

大か

ん寒
の
朝
ペ
ダ
ル
漕
ぎ
ゆ
く
中
一
の
孫
の
背
中
に
白

き
息
見
ゆ�

池
田
キ
ヨ
子

久
々
に
雪
降
り
積
も
り
真
白
な
り
白
き
水
仙
頭
な
で

た
り　

�

上
村
や
す
美

憂
い
ご
と
今
日
の
一
日
は
何
も
無
し
明
日
も
良
き
事

有
る
を
願
え
り�

内
田
乃
武
子

こ
の
家
の
家
族
と
な
り
て
良
か
っ
た
か
言
っ
て
く
れ

ぬ
か
黒
猫
モ
ラ
ン�

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
背
中
」

子
ど
も
か
ら
背
中
押
さ
れ
て
診
察
へ�

川
田
ト
メ
子

卑
怯
か
な
背
中
を
向
け
て
逃
げ
る
の
は�

日
隈　

俊
郎

子
ど
も
等
に
背
中
た
た
か
れ
泣
き
笑
い�

森
田
千
鶴
子

寒
い
け
ど
背
中
押
さ
れ
て
初
詣
で�

布
田　

愛
子

　
　
　

「
せ
っ
か
ち
」

人
よ
り
も
先
に
行
か
ね
ば
気
が
済
ま
ぬ�

林　
　

雅
之

せ
っ
か
ち
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
駆
け
上
が
る�

清
川
み
ど
り

せ
っ
か
ち
が
信
号
の
黄
を
待
ち
切
れ
ぬ�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

眠
か
ね
ェ　

列
車
は
ま
あ
だ
雪
の
中�

広
田
み
ど
り

眠
か
ね
ェ　

孫
の
夜
泣
き
で
夜
の
明
く
る�

下
山　

千
恵

眠
か
ね
ェ　

韓
国
ド
ラ
マ
見
過
ぎ
た
つ�

志
垣　
　

光

眠
か
ね
ェ　

車
運
転
や
め
と
こ
う�

佐
藤　
　

葵

眠
か
ね
ェ　

夜
の
白
む
ま
で
帳
簿
付
け�

布
田
か
ん
な

眠
か
ね
ェ　

ま
だ
暗
か
た
い
あ
と
五
分�

平
井
や
よ
い

眠
か
ね
ェ　

早
寝
も
何
の
効
果
無
し�

長
原　

産
賀

眠
か
ね
ェ　

や
っ
ぱ
リ
ズ
ム
は
壊
さ
れ
ん�

佐
野
し
ょ
う

眠
か
ね
ェ　

春
の
訪
れ
来
た
ご
た
る�

光
永　
　

六

眠
か
ね
ェ　

甘
え
上
手
に
せ
が
ま
れ
て�

井
元
あ
ざ
み

眠
か
ね
ェ　

講
話
の
あ
ま
り
長
す
ぎ
て�

日
高　

美
里

眠
か
ね
ェ　

今
日
は
昼
寝
も
せ
ん
だ
っ
た�

上
田　

梅
清

眠
か
ね
ェ　

あ
た
も
あ
た
し
も
同
じ
た
い�

日
隈　

元
良

眠
か
ね
ェ　

君
の
レ
タ
ー
に
酔
い
し
れ
て�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

弥
生 

～

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

からし菜のしょう油漬け

作り方

①からし菜を良く洗ったらザル

に上げ、水気をしっかり切り

ましょう

②①を1～1.5㌢のざく切りにし

たらビニール袋に入れしょう、

しょう油も一緒に入れます。

③②のビニール袋ごと揉んで、

しょう油を馴染ませます。

④最後にかつお節を加えたら、

もう一度かるく揉んだら出来

上がりです。この袋ごと冷蔵

庫で保存すると便利ですよ。

　　ピリッとした味のからし菜

は漬物にぴったりですね。和え

物にしてもよく食べられていま

すが、実は栄養的に優れた野菜

です。免疫力向上、貧血・動脈

硬化・高血圧・骨粗鬆症などの

予防に最適だとご存じですか？

また、妊婦に必要な栄養成分で

ある葉酸がたくさん含まれてい

ます。

　でも、加熱するとその栄養素

が大きく減ってしまうので、生

のまま食べることをおすすめし

ます。ただし、カリウム制限の

食事療法をしている人は、逆に

必ず火を通してから食べましょ

う。

材料（４人分）

からし菜……………………４株

しょう油 ………………大さじ４

かつお節……………………10㌘

密閉式ビニール袋…………１枚

１月11日（木）～２月10日（土）

	住　所	 氏　名	    性別  保護者

世　持　志垣　陸
り く と

斗　男　竜　太

下横田　中川　蒼
あ お と

都　男　美　香

田　口　古川　詩
し い な

菜　女　翔　太

緑　町　赤﨑　　桃
もも

　女　龍　太

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,118 １

女 5,714 △７

計 10,832 △６

世帯数 4,287 ０

平成30年１月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

	住　所	 氏　名	   年齢  世帯主

仁田子　副島　行三　72　ミヅエ

白　旗　岡本リキエ　91　リキエ

下横田　野口　敏子　93　敏　子

田　口　宮西　昭二　91　㓛　一

東寒野　山下　安雄　91　いづみ

東寒野　北岡　富子　87　浩　章

田　口　前田久美子　78　　稔

横　田　鳥井ヒサエ　88　ヒサエ

中横田　本田　明登　93　和　登

西寒野　早﨑　幸子　88　日　出

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［

［

［

	 住　所	 氏　名	

　　夫　熊本市　榎戸　雄介

　　妻　下横田　溜渕　美雪

　　夫　熊本市　大城　真治

　　妻　横　田　大滝みさき

　　夫　早　川　入口　広一

　　妻　熊本市　宮川　澄子

　　夫　熊本市　中山　　徹

　　妻　糸　田　大塚恵里子

　　夫　熊本市　田嶋　　仁

　　妻　緑　町　緒方　　望

　　夫　津志田　高岡　清和

　　妻　宇城市　松本　綾佳

　　夫　宇城市　藤井　博文

　　妻　下横田　星野　　恵

［

［

梅（上揚・坂本梅林）
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こうさ広 報

ふじもと けんじ / 水墨画家。

84歳。２月に町生涯学習セン

ター・ギャラリーモールで水

墨画の個展を開催した。本町

の老人クラブ連合会会長。

藤本 賢治さん
Fujimoto Kenji

〔緑町区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

　

「
水
墨
画
を
描
く
よ
う
に
な
っ

て
、
今
ま
で
ぼ
ん
や
り
と
見
て
い

た
景
色
が
、
光
や
影
に
目
を
向
け

る
よ
う
に
な
っ
て
、
見
え
方
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、

藤
本
賢
治
さ
ん
（
緑
町
区
）。

　

平
成
17
年
に
村
上
右
近
先
生
の

水
墨
画
教
室
が
始
ま
る
こ
と
を
知

り
、「
若
い
こ
ろ
か
ら
描
い
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
、
念
願

だ
っ
た
水
墨
画
を
描
き
始
め
る
。

現
在
は
熊
本
県
老
人
会
の
理
事
や

本
町
の
老
人
会
長
な
ど
を
務
め
、

高
齢
者
福
祉
に
精
力
的
に
活
動
す

る
一
方
、
月
に
２
回
教
室
に
通
い
、

思
い
を
寄
せ
る
風
景
を
描
く
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
、
夏
休
み
に
は
三
角

西
港
近
く
の
山
の
上
に
あ
る
公
園

で
、
海
と
島
々
の
間
を
行
き
交
う

船
を
眺
め
て
は
、
ク
レ
ヨ
ン
で
描

い
て
い
た
と
い
う
。

　

水
墨
画
で
は
、
光
の
当
た
り
方

や
影
の
差
し
方
を
、
墨
の
濃
淡
で

表
現
す
る
。「
山
に
目
を
向
け
る

と
、
近
く
の
山
が
濃
く
、
遠
く
の

山
は
淡
く
見
え
ま
す
。
逆
に
海
で

は
、
遠
く
が
濃
く
見
え
ま
す
。
そ

し
て
波
の
形
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
砂
浜
の
色
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
目
を
凝
ら

し
ま
す
」
と
藤
本
さ
ん
。「
木
が

あ
れ
ば
葉
の
ひ
と
つ
、
花
の
ひ
と

つ
で
も
、
光
が
当
た
っ
て
い
る
と

こ
ろ
、
暗
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
」
と
、
風
景
の
隅
々
に
ま
で
目

を
向
け
る
。

　

筆
に
水
を
含
ま
せ
て
墨
を
付
け

線
を
描
く
と
、
筆
の
毛
先
ほ
ど
濃

く
、
根
元
ほ
ど
淡
く
な
り
、
一
筆

で
光
と
影
が
表
現
で
き
る
。「
色

を
塗
り
重
ね
る
油
絵
な
ど
と
は
異

な
り
、
一
発
勝
負
で
失
敗
が
で
き

ま
せ
ん
。
線
を
描
く
ス
ピ
ー
ド
が

必
要
で
す
」
と
、
筆
の
運
び
方
の

難
し
さ
を
語
る
。

　

「
富
士
山
が
好
き
で
す
」
と
言

う
藤
本
さ
ん
の
作
品
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
か
ら
見
え
る
富
岳
が

描
か
れ
て
い
る
。「
風
景
写
真
な

ど
を
見
て
気
に
入
っ
た
構
図
が
あ

れ
ば
、
描
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
藤
本
さ
ん
。「
伊
豆
半
島
か
ら

見
え
る
富
士
山
が
と
て
も
眺
め
が

良
い
ん
で
す
。
湘
南
や
箱
根
な
ど

を
旅
行
し
て
回
り
、
描
い
て
み
た

い
で
す
」
と
想
い
を
馳
せ
る
。

繊
細
か
つ
大
胆
に
描
く

水
墨
画
の
光
と
影
の
風
景


